
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川版教科書「ふるさと石川」の改訂について 

 

 
 
 
 
 

 

改訂の背景 

 

８祭り  

○ユネスコ無形文化財への登録や日本遺産への認定 

 （青柏祭、能登のキリコ祭り） 

第３章 石川の文化・伝統工芸 

 

１未来のまちと交通 

○ 北陸新幹線の金沢開業等の交通ネットワークの充実 

○ 人口減少社会の到来とその対策 

３医療・福祉・健康  

○ 新県立中央病院の開院 

○ ドクターヘリの導入決定 

６国際化 

○ 国際化推進プランの策定 

○ 高校における国際交流の実践 

７文化立県をめざして（新） 

○ いしかわ文化振興条例の制定 

○ 東京国立近代美術館工芸館の移転決定 

○ いしかわ歴史遺産の認定 など 

８石川を支えて生きていくために 

○ 未来の石川を牽引する高校生に向けたメッセージ 

第５章 石川の未来 

ふるさと教育の推進 

○ 石川県長期構想（平成28年3月策定） 

【重点政策９】 未来を拓く心豊かな人づくり 

・ふるさとに対する誇りと愛着を礎に、地域の活性化に 

貢献できる人材の育成 

○ 第２期石川の教育振興基本計画（平成28年3月策定） 

【方針1-2】 地域の活性化に貢献できる人材の育成 

・地域社会の一員として主体的に参画する態度の育成 

・地域に活力を与える企画力を備えた人材の育成 

  

石川の将来を担う高校生が、本県の素晴らしさを認識し、郷土を愛する心や誇りに思う心を培い、将来にわたって石川の

文化を維持・発展させ、また発信者として幅広く活躍するよう、石川版教科書「ふるさと石川」を作成（平成18年3月初

版発行、平成24年3月改訂版発行） 

平成２９年：改訂作業開始、平成３０年３月：第３版発行 

本県を取り巻く状況の変化 
○ 経済や社会のグローバル化や科学技術の急速な進展 

○ 人口減少を踏まえた「地方創生」の動き 

○ 交通基盤の整備促進と観光産業の活性化 

・北陸新幹線の金沢開業（平成27年3月） 

・金沢港の整備、大型クルーズ船の寄港増加 など 

○ 文化立県の動き 

・いしかわ文化振興条例の制定（平成27年） 

・東京国立近代美術館工芸館の移転決定 など 
 

現行版の内容との間に乖離 ふるさと教育の更なる充実 

 

１農林業  

 ○ ６次産業化や他産業との連携 

○ エアリーフローラ、ひゃくまん穀などのブランド化  

４繊維・化学産業 

○ 炭素繊維の実用化 

７土木・建築産業 

○「ダブルラダー輝きの美知」構想 など 

９観光産業 

○ 北陸新幹線の金沢開業などによる観光産業の活性化 

○ 東京オリンピック・パラリンピックに向けた海外誘客促

進と情報発信 など 

11労働 

○ 働き方改革、ＩＬＡＣの開設 

第４章 石川の産業 

第１章 石川の自然 

第２章 石川の歴史 

※ 大きな変更なし 

改訂の概要 ～新たに加えた内容（主なもの）～ 
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